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第
３
回
書
写
書
道
総
合
大
会
開
催

評
価
の
観
点
を
明
示

　

書
文
協
と
文
字
・
活
字
文
化
推
進
機
構
共
催
、
文
部
科
学
省
、
小
、

中
、
高
校
長
会
、
先
生
の
教
科
研
究
団
体
・
全
日
本
書
写
書
道
教
育

研
究
会
（
全
書
研
）
後
援
の
第
３
回
全
国
書
写
書
道
総
合
大
会
は
今
夏

も
全
国
各
地
で
開
か
れ
ま
す
。
毛
筆
の
実
力
を
競
う
「
学
生
書
写
書
道

展
」
硬
筆
の
大
規
模
な
「
全
国
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
、
小
学
３
年
生

以
下
に
参
加
を
限
定
し
た
「
ひ
ら
が
な
。
か
き
か
た
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

３
つ
で
構
成
さ
れ
、
毛
筆
、
硬
筆
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
学
び
を
推
進
し
ま

す
。

　

文
部
科
学
大
臣
賞
が
硬
毛
双
方
と
も

成
績
が
優
秀
な
作
品
に
贈
ら
れ
、
ま
た

各
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
作
品
に
も
贈

ら
れ
ま
す
。

　

大
会
の
参
加
が
書
写
書
道
の
学
び
に

つ
な
が
る
こ
と
が
書
文
協
の
方
針
で
、

な
ぜ
そ
の
作
品
の
優
劣
が
分
か
れ
る

の
か
、
を
明
示
し
た
「
評
価
の
観
点
」

が
、
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
に
つ
い
て
示
さ

れ
ま
す
。
参
考
手
本
（
課
題
）
を
公
表

し
て
開
催
し
、
同
時
に
評
価
の
観
点
を

明
示
す
る
書
文
協
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
目

的
と
自
負
を
ぜ
ひ
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

個
人
席
書
き
承
認

　

書
文
協
の
席
書
き
４
ル
ー
ル
を
守
れ

ば
、
一
人
で
行
っ
た
席
書
き
も
、
席
書

き
の
部
応
募
作
品
と
し
て
認
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
席
書
き
は
学
び
の
上

で
大
変
重
要
で
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、

遠
隔
地
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
た
も
の

で
す
。
（
関
連
記
事
は
３
面
）

大平　恵理

　

書
写
書
道
も
息
遣

い
で
あ
り
、
字
は
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
と

痛
感
し
て
い
ま
す
▼

立
腰
教
育
の
千
葉
の

幼
稚
園
、
福
岡
の
保

育
園
を
視
察
し
ま
し

た
。
そ
の
教
育
が
生

む
園
全
体
に
満
ち
る

清
々
し
い
空
気
に
感

動
し
ま
し
た
。
▼

「
腰
骨
」
か
ら
生
ま

れ
る
息
遣
い
も
意
識

し
て
、
今
、
書
写
書

道
に
取
り
組
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
書
文
協
会
長
）
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立
腰
教
育仁

愛
保
育
園
（
福
岡
市
）
を
視
察

　

夏
の
福
岡
錬
成
会
・
講
習
会
が
開
か
れ
た
前
日
の
６
月
13
日

（
金
）
、
書
文
協
の
大
平
恵
理
会
長
と
九
州
地
区
の
書
写
書
道
の
先

生
方
３
人
が
、
福
岡
市
城
南
区
の
私
立
「
仁
愛
保
育
園
」
を
視
察
し

ま
し
た
。
同
園
は
、
哲
学
者
で
教
育
者
の
故
・
森
信
三
先
生
の
教
え

を
守
る
立
腰
（
り
つ
よ
う
）
教
育
の
実
践
園
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

大
平
は
千
葉
県
の
た
き
の
い
幼
稚
園
の
園
長
に
「
な
ぜ
、
ひ
ら

が
な
・
か
き
か
た
コ
ン
ク
ー
ル
で
い
つ
も
良
い
成
績
を
と
れ
る
の

か
？
」
と
聞
く
中
で
、
同
幼
稚
園
が
立
腰
教
育
の
実
践
園
で
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
園
長
が
「
福
岡
の
あ
の
園
は
す
ば
ら
し
い
」

と
、
仁
愛
保
育
園
の
石
橋
富
知
子
園
長
を
紹
介
し
た
の
で
し
た
。

　

視
察
は
給
食
を
は
さ
む
２
時
間
。
同
園
は
定
員
３
１
０
人
の
大
規

模
園
で
、
４
人
は
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
遭
遇
し
、
驚
い
た
の
で
し
た
。

帰
京
し
た
大
平
は
書
文
協
の
先
生
方
に
「
園
、
教
室
全
体
の
空
気
に

す
が
す
が
し
い
も
の
を
感
じ
た
。
決
し
て
画
一
的
で
も
強
制
的
で
も

な
か
っ
た
」
と
い
う
印
象
を
強
く
語
り
ま
し
た
。
技
術
、
習
慣
を
超

え
た
と
こ
ろ
に
か
も
し
出
さ
れ
る
空
気
に
着
目
し
た
印
象
で
す
。

　

立
腰
、
つ
ま
り
腰
骨
を
立
て
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
を
生
活
習
慣
に
な
る
ま
で
幼
児
に
教
え
る
こ
と
は
並
大

抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
技
術
的
に
は
書
写
書
道
に
有
効
で
あ
る
、

と
の
印
象
を
大
平
会
長
は
得
ま
し
た
。
書
は
息
遣
い
、
つ
ま
り
姿
勢

で
あ
り
、
上
手
な
字
は
そ
れ
ら
が
定
ま
っ
て
実
現
す
る
、
と
い
う
持

論
の
大
平
は
、
立
腰
教
育
の
可
能
性
を
認
め
ま
し
た
。
た
だ
、
書
文

協
の
教
学
に
す
ぐ
に
据
え
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ

く
研
究
し
て
、
ま
ず
は
指
導
者
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
か
ら
始
め
る
方

針
で
す
。

　

立
腰
教
育
に
つ
い
て
は
、
こ
の
機
関
紙
で
も
時
お
り
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
編
集

部
）
。

「
人
生
２
度
な
し
」　

森
信
三
先
生

　

立
腰
教
育
の
提
唱
者
、
森
信
三
氏
は
愛
知
県
半
田
市
の
出
身
。
教

科
書
に
載
る
定
番
と
し
て
有
名
な
、
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の
著
者
、
新

美
南
吉
の
記
念
館
に
、
森
信
三
記
念
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
知
多
半
島
に
向
け
て
の
通
り
道
、
豊
橋
市
に
あ
る
吉
見
出
版
を
６

月
末
に
書
文
協
指
導
者
ら
が
尋
ね
た
際
、
吉
見
雅
博
社
長
と
の
間
で

森
信
三
論
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
吉
見
社
長
は
「
人
生
２
度
な
し
」

と
い
う
森
氏
の
名
言
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。
実
践
人
を
目
指
し
た
森

氏
フ
ァ
ン
は
数
多
い
よ
う
で
す
。

　

京
都
大
学
の
西
田
幾
多
郎
門
下
で
あ
る
哲
学
者
、
森
氏
は
戦
前
、

戦
後
と
も
に
活
躍
し
ま
し
た
。
編
集
部
と
し
て
は
、
立
腰
教
育
と
共

に
森
氏
の
軌
跡
を
追
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。



平成 26 年 7 月 3 日

－３－

第
３
回
総
合
大
会　

　

硬
・
毛
締
め
切
り
は
９
月
15
日

　
　
　
　
　

「
ひ
ら
・
か
き
」
は
７
月
3 1
日

4

　

第
３
回
書
写
書
道
総
合
大
会
の
応
募
作
品
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

応
募
締
め
切
り
は
、
小
学
３
年
生
以
下
限
定
の
「
ひ
ら
が
な
・
か
き
か

た
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
７
月
31
日
「
全
国
学
生
書
写
書
道
展
」
と
「
全
国

硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
共
に
９
月
15
日
で
、
同
日
必
着
で
す
。
流
感
な

ど
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
可
能
な

限
り
要
望
に
応
え
ま
す
。

　

現
在
、
各
地
で
錬
成
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
普
段
の
地
域
講
習
会

と
違
っ
て
、
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
の
練
習
を
す
る
も
の
で
、
課
題
文
を
書

く
上
で
ど
の
点
に
注
意
す
る
か
「
評
価
の
観
点
」
に
つ
い
て
解
説
さ
れ

ま
す
。

　

書
文
協
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
参
考
手
本
が
発
表
さ
れ
、
書
写
書
道
教

育
の
権
威
者
で
構
成
す
る
中
央
審
査
委
員
会
で
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
課
題
に
つ
い
て
、
作
品
を
書
く
上
で
ど
の
点
に
注
意

す
る
べ
き
か
「
評
価
の
観
点
」
が
明
示
さ
れ
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の

参
加
が
書
写
書
道
の
学
び
に
結
び
つ
く
の
で
す
。
賞
は
学
び
の
通
過
点

記
録
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
ち
で
コ
ン
ク
ー
ル
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

＊
各
地
の
席
書
き
大
会
へ
の
個
人
参
加
に
つ
い
て
各
団
体
は
、
書
文
協

本
部
と
ま
ず
連
絡
を
と
る
よ
う
に
ご
案
内
下
さ
い
。

各
地
錬
成
会
案
内

福　

岡　

６
月
15
日(

日)

　

福
岡
市
南
市
民
セ
ン
タ
ー 

宇
都
宮　

６
月
29
日(

日)

　

宇
都
宮
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

名
古
屋　

７
月
６
日(

日)

　

中
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

大　

阪　

７
月
12
日(

土)

13
日(

日)

　

コ
コ
プ
ラ
ザ 

東　

京　

７
月
26
日(

土)

27
日(

日)

 

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

26
年
度
席
書
き
大
会
場

    席書 
    開始時間
 
 １ 東京墨田 平成 26 年 7 月 13 日  墨田区横川

   　　　　　　21 日  2 丁目会館

 ２ 兵庫明石 平成 26 年 7 月 19 日 14:30 明石市立市民ホール

 ３ 静岡沼津 平成 26 年 7 月 31 日 10:00 杉山バラ園

     エルローザ

 ４ 愛媛松山 平成 26 年 7 月 30 日 11:00 未定

     あさけプラザ

     体育館

     国立オリンピック記念青

     少年総合センターｾﾝﾀｰ棟 101

 ７ 高知 平成 26 年 8 月 13 日 10:00 田野町ふれあいｾﾝﾀｰ

     和歌山東部

     コミュニティーセンター

     徳島市渭東
     ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

 10 北海道道北 平成 26 年 8 月 30 日 未定 未定

 11 福岡中央 平成 26 年 8 月 30 日 未定 未定

 12 群馬桐生 平成 26 年 8 月 31 日 未定 未定

 13 大阪中央 平成 26 年 8 月 31 日 午前 天王寺区民センター

     ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾀﾞｲｱﾊﾟﾚｽ
     1 番館集会室

 15 東京足立 平成 26 年 9 月 7 日 10:00 いこう書写教室

 16 大分杵築 未定

 № 地区名 席書日  会場

未定

 ５ 三重四日市 平成 26 年 8 月 10 日 10:30

 ６ 東京渋谷 平成 26 年 8 月 3 日 10:00

 ８ 和歌山 平成 26 年 8 月 23 日 10:00

 ９ 徳島 平成 26 年 8 月 25 日 10:00

 14 北大阪 平成 26 年 8 月 31 日 午後
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書
文
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

陳
列
棚
を
設
置
、
テ
キ
ス
ト
紹
介

　

書
文
協
で
は
こ
の
ほ
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
教
材
教
具
の
陳
列
棚
を
設

け
ま
し
た
。
主
要
事
業
の
検
定
改
革
を
進
め
る
中
で
、
新
し
い
テ
キ
ス
ト
が

増
え
る
な
ど
、
書
写
書
道
を
学
ぶ
皆
様
に
書
文
協
の
教
材
、
教
具
を
よ
く
知
っ

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
近
い
将
来
、
吉
見
出
版
社
に

基
本
的
に
教
材
教
具
の
物
販
を
委
託
す
る
こ
と
を
見
据
え
た
陳
列
棚
と
し
ま

し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

書
文
協
の
文
字
の
学
び
に
検
定
受
験
が
あ
り
ま
す
。
検
定
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
検
定
」
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

書
文
協
で
は
現
在
、
検
定
制
度
の
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
整
理
し
、

学
び
や
す
く
、
早
く
学
べ
る
よ
う
に
す
る
と
同
時
に
、
文
字
に
親
し
む
こ
と

で
言
葉
の
力
が
身
に
つ
く
よ
う
、
ま
た
、
文
字
と
初
め
て
接
す
る
幼
児
が
書

写
書
道
を
学
び
易
く
し
ま
す
。

書
写
書
道
硬
筆
課
題
検
定
（
新
硬
筆
検
定
）
を
新
設

　

ま
ず
、
え
ん
ぴ
つ
や
ペ
ン
で
書
く
硬
筆
検
定
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て
、
学
校
教
育
の
目
標
が
言
語
能
力
を
養
う

こ
と
に
置
か
れ
、
硬
筆
書
道
へ
の
期
待
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
改
革

で
は
、
楷
書
と
行
書
の
２
コ
ー
ス
を
一
本
化
し
て
「
書
写
書
道
硬
筆
課
題
検
定
」

（
新
硬
筆
検
定
）
を
新
設
、
手
紙
文
で
一
般
的
に
使
わ
れ
る
行
書
は
第
７
巻
か

ら
始
ま
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

会
員
制
度
に
つ
い
て
も
説
明

　
　
　

書
文
協
会
員
規
則
（
25
年
４
月
１
日
制
定
）
抜
粋

第
四
条
（
会
員
の
種
別
）　

普
通
会
員
、
学
校
会
員
、
事
業
会
員
、
個
人

会
員
お
よ
び
賛
助
会
員
を
置
く
。

第
七
条
（
年
会
費
）

（
普
通
会
員
は
下
の
３
コ
ー
ス
か
ら
選
択
す
る
）

第
八
条
（
特
典
）

１　

会
員
は
書
写
書
道
研
鑽
の
た
め
に
書
文
協
の
諸
事
業
（
生
徒

講
習
会
、
指
導
者
研
修
、
教
材
・
教
具
適
用
な
ど
）
を
優
先

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
中
略
）

３　

普
通
会
員
、
学
校
会
員
は
大
会
出
品
の
際
に
団
体
審
査
（
大

会
出
品
料
10
％
減
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
（
注
）
教
材
は
減
額
率
で
な
く
、
よ
り
値
引
き
幅
の
多
い
卸
値

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

 

Ａ 

６
、
０
０
０
円 

３
、
０
０
０
円 

５
％

 

Ｂ 

１
２
、
０
０
０
円 

６
、
０
０
０
円 

10
％

 

Ｃ 

２
４
、
０
０
０
円 

１
２
、
０
０
０
円 

15
％

 
 

コ
ー
ス

28
年
度
か
ら

の
年
会
費

当
面
の
年
会
費

減
額
率

（
減
額
率
は
大
会
出
品
、

検
定
受
験
料
等
）

学
校

会
員

一
般

会
員

賛
助

会
員

無　

料 
 

 

10
％

１
口

１
０
、
０
０
０
円
か
ら

年
額
１
、
２
０
０
円
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

陳　

列　

棚

　

書
文
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
・
ｓ
ｙ
ｏ

ｂ
ｕ
ｎ
ｋ
ｙ
ｏ
・
ｏ
ｒ
ｇ
）
に
設
け
た
書
文
協
関

連
教
具
、
教
材
の
陳
列
棚
で
は
当
面
、
新
検
定
テ

キ
ス
ト
各
巻
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
割

引
が
適
用
さ
れ
る
会
員
の
申
し
込
み
欄
も
ご
ざ

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

言
葉
の
力
も
養
う
　

平
成
26
年
６
月
現
在
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
１
～
４
巻

ま
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
に
幼
児
編
上
下

２
冊
、
９
月
ま
で
に
本
シ
リ
ー
ズ
第
７
巻
ま
で
、

平
成
27
年
３
月
ま
で
に
15
巻
ま
で
販
売
の
予
定
で

す
。

　
　

＝
各
巻
共
通
＝

定
価　

６
４
８
円(

本
体
６
０
０
円)

　
　
　

 

本
文　

64
ペ
ー
ジ

著
者　

大
平　

恵
理

発
行　

日
本
書
字
文
化
協
会
出
版
部

え
ん
ぴ
つ
・
ペ
ン
文
字
練
習
帳
共
通
事
項

（
指
導
要
領
準
拠
）
各
巻
と
も
標
準
学
年
制
で
す
。
１
巻
は
小
学
１
年
生

標
準
対
応
。
ル
ビ
な
し
で
使
う
漢
字
は
小
学
校
１
年
生
ま
で
で

す
。
学
習
指
導
要
領
の
学
年
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
大
人
も
１

巻
か
ら
の
学
習
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
用
紙
）
清
書
ス
ペ
ー
ス
は
課
題
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
１
、
２
巻
は

６
マ
ス
３
行
。
３
、
４
巻
は
７
マ
ス
５
行
。
練
習
帳
の
ス
ペ
ー
ス

も
同
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
検
定
受
検
、
大
会
出
品
共
通
で
使

え
る
硬
筆
共
通
清
書
用
紙
は
１
枚
10
円
で
発
売
し
て
い
ま
す
。

（
３
部
構
成
）
各
巻
と
も
３
部
構
成
。
１
部
は
書
写
の
基
礎
知
識
。
第
２

部
は
検
定
課
題
編
で
各
巻
８
課
題
ず
つ
、
こ
の
ほ
か
長
文
の
特

別
課
題
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
課
題
当
た
り
４
ペ
ー
ジ
構

成
で
、
練
習
法
は
課
題
文
を
な
ぞ
り
書
き
．
白
い
マ
ス
へ
の
練

習
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
続
き
ま
す
。
第
３
部
は
教
育
漢
字
各
学
年

配
当
漢
字
が
掲
載
さ
れ
、
筆
順
、
音
訓
の
読
み
方
が
示
さ
れ
十

字
マ
ス
、
白
マ
ス
で
練
習
で
き
ま
す
。

（
評
価
の
観
点
）
作
品
が
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
を
ポ
イ
ン
ト
指
導
し
た
「
評

価
の
観
点
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
止
め
、
は
ね
、
は
ら
い

②
む
す
び
③
つ
き
方
④
長
さ
⑤
む
き
⑥
曲
が
り
⑦
あ
き
⑧
横
線
、

な
ど
の
項
目
が
続
き
ま
す
。
各
課
題
で
出
て
く
る
ひ
ら
が
な
が

題
材
で
す
。

（
言
語
活
動
）
指
導
要
領
が
掲
げ
る
各
学
年
言
語
活
動
例
に
沿
っ
て
課
題

文
が
配
列
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
語
述
語
関
係
な
ど
文
法
の
他
、

古
典
や
文
語
調
作
品
な
ど
も
順
次
登
場
し
ま
す
。

新 検 定 テ キ ス ト を 販 売
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練
習
帳
第
１
巻

　

第
１
部
は
ひ
ら
が
な
の
基
礎
知
識
。
書
く
姿
勢
、
え
ん
ぴ
つ
の
持
ち
方
、

線
の
練
習
な
ど
、
幼
児
編
と
一
部
重
な
り
ま
す
。
ひ
ら
が
な
46
文
字
の

難
易
度
に
合
わ
せ
た
練
習
ス
ペ
ー
ス
が
６
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。

　

第
２
部
の
検
定
課
題
は
№
１
～
８
番
課
題
ま
で
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

評
価
の
観
点
は
、
課
題
に
出
て
く
る
ひ
ら
が
な
を
題
材
に
使
い
、
各
課

題
の
４
ペ
ー
ジ
内
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
課
題
文
で
は
、
簡
単
な
俳

句
が
登
場
す
る
ほ
か
、
文
字
・
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
解
説
が

続
き
ま
す
。
第
３
部
は
教
育
漢
字
１
年
生
配
当
漢
字
（
80
文
字
）
の
手

書
き
文
字
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

練
習
帳
第
２
巻

　

ひ
ら
が
な
難
易
度
に
合
わ
せ
た
、
ひ
ら
が
な
46
文
字
の
練
習
ス
ペ
ー

ス
が
、
引
き
続
き
登
場
し
ま
す
。

　

第
２
部
は
検
定
課
題
で
№
９
～
16
番
課
題
ま
で
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

「
評
価
の
観
点
」
で
は
「
長
さ
」
「
交
わ
り
方
」
も
加
わ
り
ま
す
。
説
明

に
使
う
課
題
文
の
文
字
に
よ
っ
て
各
巻
で
観
点
が
変
わ
り
ま
す
。
課
題

文
で
は
学
校
教
育
初
登
場
の
神
話
が
登
場
し
ま
す
。
因
幡
の
白
う
さ
ぎ

で
す
。
俳
句
に
触
れ
、
節
分
の
日
に
か
ら
む
課
題
も
。

練
習
帳
第
３
巻 

　

「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
書
い
て
み
よ
う
」
が
登
場
し
ま
す
。
第
２
部
は

検
定
課
題
で
№
17
～
24
番
。
「
評
価
の
観
点
」
は
、
題
材
の
ひ
ら
が
な
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
17
番
課
題
は
「
わ
が
は
い
は　

ね
こ
で
あ
る
」
。

芭
蕉
の
俳
句
、
百
人
一
首
の
和
歌
が
出
て
く
る
ほ
か
、
こ
と
わ
ざ
も
登

場
し
ま
す
。
特
別
課
題
の
日
記
や
手
紙
も
ぐ
ん
と
大
き
く
な
り
ま
す
。
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き
の
う

　

今
日

　
　

あ
す

練
習
帳
第
４
巻 

　

表
紙
の
色
が
３
巻
ま
で
の
黄
色
か
ら
ピ
ン
ク
に
変
わ
り
ま
す
。
１
部

で
「
手
書
き
文
字
と
活
字
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
筆
圧
に
つ
い
て
も
触

れ
て
い
ま
す
。
検
定
課
題
は
№
25
～
32
番
。
28
番
課
題
「
ひ
さ
か
た
の

　

光
の
ど
け
き　

春
の
日
に　

静
心
な
く　

花
の
散
る
ら
ん
」
の
「
評

価
の
観
点
」
で
は
「
外
形
」
が
指
導
さ
れ
ま
す
。
「
光
」
は
正
方
形
、

「
ん
」
は
三
角
形
、
な
ど
の
指
導
で
す
。
25
番
課
題
で
は
「
春
は
あ
け
ぼ

の
」
が
登
場
。
30
番
課
題
で
は
調
べ
学
習
を
取
り
上
げ
た
課
題
文
が
出

て
く
る
な
ど
言
語
活
動
例
が
説
明
さ
れ
ま
す
。
配
当
漢
字
小
学
４
年
生

は
２
０
０
文
字
。

幼
児
編
上
下
は
８
月
発
売
予
定

　

た
て
、
よ
こ
、
な
な
め
、
ま
ぁ
る
く
、
ぎ
ざ
ぎ
ざ
、
え
ん
ぴ
つ
の
持

ち
方
、
線
を
引
く
練
習
か
ら
始
め
る
幼
児
編
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
が

対
象
で
す
。
単
な
る
早
期

教
育
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
き
れ
い
で
正
確
な
文

字
を
書
く
基
本
、
言
葉
の

力
を
養
う
基
礎
を
作
り
ま

す
。
挿
絵
は
大
坪
寿
美
香

さ
ん
。
楽
し
い
絵
を
見
た

り
、
塗
っ
た
り
し
な
が
ら

学
び
を
進
め
ま
す
。

「
香
」 

　

気
持
ち
を
休
め
る
（
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
る
）手
段
は
無
数
に
あ
る
。 

旅
行
に
出
か
け
る
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
、
趣
味
に
明
け
暮
れ
る
… 

ど
れ
も

楽
し
い
し
、
素
敵
な
過
ご
し
方
だ
と

思
う
。

　

そ
の
中
で
、
書
写
書
道
は
自
分
と
も
向
き
合
え
る
も
の
。
そ
し
て

生
み
出
す
た
め
の
環
境
づ
く
り
も
楽
し
い
。

　

書
く
内
容
に
よ
っ
て
水
を
つ
く
り
、
筆
と
紙
、
硯
と
墨
、
文
鎮
を

選
ぶ
。 

周
り
の
道
具
を
選
ん
で
置
い
た
だ
け
で
も
気
持
ち
は
弾
む
。

　

そ
し
て
ゆ
っ
た
り
ゆ
っ
た
り
と
墨
を
擦
る
。
用
意
の
中
で
一
番
楽

し
い
時
間
。

　

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
… 

静
け
さ
の
中
に
、
墨
の
香
が
漂
っ
て
く

る
。
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
い
く
。

　

時
間
を
か
け
て
擦
っ
た
墨
を
筆
に
含
ま
せ
、
紙
に
乗
せ
る
瞬
間
、

「
魂
」
が
入
っ
て
い
く
。
文
字
が
生
ま
れ
る
、
自
分
の
化
身
へ
と
変

化
し
て
い
く
。
そ
し
て
時
間
を
忘
れ
、
何
枚
も
何
枚
も
納
得
の
い
く

ま
で
書
き
続
け
る
。

　

周
り
に
漂
っ
て
い
た
「
香
」
は
部
屋
中
、
家
じ
ゅ
う
に
広
ま
っ
て

い
く
。　

よ
く
「
墨
の
匂
い
が
す
る
…
」
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
だ

け
そ
の
中
に
浸
れ
て
い
る
自
分
が
嬉
し
い
し
、
大
好
き
で
あ
る
。

渡
邉　

啓
子



全
書
研
な
ど
が
署
名
集
め

小
１
か
ら
毛
筆
使
用
を

文
科
省
に
要
領
改
訂
を
要
望

　

全
日
本
書
写
書
道
教
育
研
究
会
な
ど
関
係
６
団
体
が
、
小
学
校
１
年

生
か
ら
毛
筆
を
使
え
る
よ
う
に
学
習
指
導
要
領
を
変
更
す
る
な
ど
と
す

る
要
望
書
を
50
万
人
の
署
名
を
つ
け
て
文
部
科
学
省
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
毛
筆
は
３
年
生
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。
要

望
は
抜
本
的
な
学
校
教
育
の
変
更
を
求
め
る
も
の
で
、
成
人
50
万
人
署

名
は
８
月
末
達
成
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

都
小
書
研
で
水
筆
実
践
報
告

　

署
名
集
め
を
推
進
し
て
い
る
全
書
研
の
長
野
秀
章
理
事
長
は
、
こ
の
流

れ
の
中
で
６
月
17
日
、
東
京
都
港
区
立
芝
小
学
校
で
行
わ
れ
た
都
小
学
校

書
写
研
究
会
の
総
会
で
講
演
し
ま
し
た
。
演
題
は
「
今
、
求
め
ら
れ
る
書

写
教
育
の
実
践
的
課
題
」
。
こ
の
講
演
の
一
部
と
し
て
、
東
京
学
芸
大
学

付
属
小
金
井
小
学
校
、
筧
理
沙
子
教
諭
と
同
大
学
、
細
川
太
輔
講
師
が
「
軟

筆
を
用
い
た
書
写
の
実
践
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
筧
教
諭
は
昨

年
後
期
、
同
小
１
年
３
組
を
対
象
に
市
販
の
水
筆
を
使
っ
た
授
業
を
展

開
し
ま
し
た
。

　

長
野
理
事
長
は
元
文
部
科
学
省
教
科
調
査
官
。
現
行
指
導
要
領
の
改

訂
草
稿
段
階
か
ら
関
わ
る
な
ど
、
書
写
書
道
の
学
校
教
育
大
綱
作
り
に

加
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
東
京
学
芸
大
学
教
諭
に
戻
り
、
現
在
書
文
協

中
央
審
査
委
員
も
務
め
て
い
ま
す
。

小
学
校
低
学
年
書
写
に
つ
い
て
本
紙
で
連
載
予
定　

　

毛
筆
は
小
学
校
３
年
生
か
ら
使
う
と
し
た
指
導
要
領
は
、
昭
和
47

（
１
９
７
２
）
年
改
訂
要
領
か
ら
で
す
が
、
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
小
学
校
低
学
年
で
は
筆
が
持
ち
に
く
い
の
は
事
実
、
低
学
年
で
の

毛
筆
一
斉
指
導
は
学
校
現
場
で
は
理
論
を
超
え
て
受
け
入
れ
が
た
い
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、
学
校
と
書
塾
で
は
指
導
環
境
で
違
い
が
あ

る
の
も
現
実
で
す
。
解
決
す
る
べ
き
問
題
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
小
学

校
低
学
年
の
書
写
書
道
、
と
く
に
硬
筆
と
毛
筆
の
役
割
分
担
の
見
直
し

と
明
確
化
は
必
要
で
、
本
紙
で
は
同
問
題
を
数
回
、
連
載
す
る
方
針
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

木
製
文
鎮
を
売
り
出
し　

桐
生
・
大
澤
木
工
所

　

群
馬
県
桐
生
市
の
大
澤
木
工
所

は
こ
の
ほ
ど
、
桐
の
木
を
使
っ
た

文
鎮
を
開
発
し
ま
し
た
。
中
に
鉛

を
入
れ
て
重
さ
を
つ
け
て
い
ま
す

が
、
書
道
具
の
革
新
と
い
え
る
も

の
。
東
京
・
東
銀
座
の
群
馬
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー
の
お
披
露
目
で
も

評
判
は
よ
く
、
す
で
に
引
き
合
い

が
き
て
い
ま
す
。
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